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平成 18年度行政監査実施結果報告書 

１ 行政監査の意義 

行政監査は地方自治法第199条第２項の規定に基づき、市が執行する行政事務の

中で特定の事務事業をテーマとして定めたうえで、同法第２条第14項及び第15項

の規定による能率性、効率性及び合理性並びに同法同条第 16 項及び同法施行令第

140 条の６の規定による適法性の観点から監査を行い、公正で効率的な行政運営を

確保するために実施する。 

 

２ 監査のテーマ 

 高齢者福祉施設の利用状況について  

 

３ 監査の目的 

 わが国の人口構造の高齢化は、極めて急速に進んでおり、遠からず世界に例を見

ない水準の高齢社会が到来するものと見込まれている。本市においても平成18年３

月31日現在の65歳以上の高齢者数は5万1,858人で高齢化率は16.6パーセントで

ある。平成26年度には本市の人口が32万 7,042人、65歳以上人口が６万712人と

なると推計され、高齢化率は 18.6％となり、平成 18 年度に比べ約２ポイント増加

となる。 

 一方、老人福祉センター及び老人憩の家（以下「高齢者福祉施設」という。）を利

用できる60歳以上の市人口は、平成16年３月31日現在6万4,567人、平成17年

は6万5,564人、平成18年は6万5,575人と年々増加している。 
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このような高齢社会にあって、生きがい対策、生活支援、介護予防、要支援・要

介護者への支援など保健福祉施策を総合的に推進していくことがますます重要とな

っている。本市においてもさまざまな事業を実施しているところであるが、その中

で本市が設置した高齢者福祉施設が設置目的等に沿って管理運営されているかにつ

いて平成17年度を対象に行政監査を実施した。 

 

４ 監査の着眼点 

(1) 施設の目的に沿った運営がなされているか。 

(2) 利用者のニーズ、まだ利用してない高齢者のニーズを取り入れた運営をしてい

るか。 

(3) 利用を呼びかける広報活動を行っているか。 

(4) 施設の管理運営は、事業内容、運営時間等からみて、施設の設置目的に合致し

ているか。 

(5) 利用者の立場に立った建物の安全性を考慮した管理運営がなされているか。 

(6) 委託契約内容に沿った管理運営が行われているか。 

(7) 人員配置は、適正に行われているか。  

(8) 担当部課、施設との意思疎通は図られているか。 

 

５ 監査の対象 

 健康福祉部ちゃーがんじゅう課 

（壺川老人福祉センター、小禄老人福祉センター、識名老人福祉センター、末吉

老人福祉センター、辻老人憩の家、金城老人憩の家、安謝老人憩の家） 

 

６ 監査の期間 

 平成18年 10月 18日～平成18年 12月 26日 

 

７ 監査の方法 

監査にあたっては、管理運営状況等関係書類の書類審査と併せ老人福祉施設利用

者アンケートを行い、ちゃーがんじゅう課職員から聴取し、また実地調査（平成18

年 12月 5日実施。 辻老人憩の家・安謝老人憩の家・末吉老人福祉センター・識名

老人福祉センター・壺川老人福祉センター）で関係人として高齢者福祉施設の所長、

担当職員の説明を受けた。 

 

８ 監査の結果 

(1) 高齢者福祉施設の概要   

高齢者福祉施設は、市内に居住する 60 歳以上の高齢者に対し、健康の増進、

教養の向上、レクリエーションのための場を総合的に提供する事によって健康で

明るい生活を営ませる目的で設置されたもので、老人福祉センター４カ所、老人

憩の家３カ所ある。 
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   施設名 

区分 

壷川老人福祉

センター 

小禄老人福祉

センター 

識名老人福祉

センター 

末吉老人福祉

センター 

所 在 地 那覇市壷川２

丁目３番11号 

那覇市小禄５

丁目４番地２ 

那覇市識名２

丁目５番５号 

那覇市首里末

吉町２丁目 14

番地 

敷地面積 ２,８３０．５６㎡ ３,９１９．７８㎡ ３,６９８．００㎡ ３,３４６．２０㎡

建物延面積 １,０９１．６１㎡ ７９９．６１㎡ ７９３．８５㎡ ９３１．９８㎡

１ 階 ５９０．９１㎡ ４０１．５３㎡ ６１３．３８㎡ ４９４．４４㎡

２ 階 ５００．４０㎡ ３９８．０８㎡ １８０．４７㎡ ４３８．５４㎡

１
階 

事務室・健康及

び生活相談室・

機能回復訓練

室・ラウンジ・

休憩室・男、女

浴室・機械室・

陶芸室 

事務室・健康及

び生活相談室・

機能回復訓練

室・ラウンジ・

男、女浴室・機

械室・陶芸室（別

棟） 

事務室・健康及

び生活相談室・

機能回復訓練

室・ラウンジ・

男、女浴室・機

械室・大広間・

陶芸室（別棟） 

事務室・健康及

び生活相談室・

機能回復訓練

室・ラウンジ・

休憩室・男、女

浴室・機械室・

和室 

主
な
施
設
内
容 

２
階 

教養室・会議

室・娯楽室・図

書室・大広間・

多目的ホール 

ラウンジ・娯楽

室・図書館・教

養室・大広間 

ラウンジ・娯楽

室・図書館・教

養室 

小会議室・ラウ

ンジ・娯楽室・

教養室・大広

間・多目的ホー

ル（2室） 

建物構造 鉄筋コンクリ

ート造２階建 

鉄筋コンクリ

ート造２階建 

鉄筋コンクリ

ート造２階建 

鉄筋コンクリ

ート造２階建 

設置主体 那覇市 那覇市 那覇市 那覇市 

運営主体 那覇市社会福

祉協議会 

那覇市社会福

祉協議会 

那覇市社会福

祉協議会 

那覇市社会福

祉協議会 

設置の種類 特Ａ型 Ａ型 Ａ型 Ａ型 

開所年月日 昭和56年 

5 月 25 日 

昭和59年 

4 月 2 日 

昭和60年 

2 月１日 

昭和50年 

9 月 5 日 

利用定員 250人 200人 200人 200人 

職   員 所長・相談員 

２人（計３人） 

所長・相談員 

２人（計３人）

所長・相談員 

２人（計３人）

所長・相談員 

２人（計３人）

各種クラブ

開設状況 

古典三線（上

級）・古典三線

（初級）・民

踊・手芸・生

花・琉球舞踊・

書道・陶芸・囲

碁・玉つき・レ

ク体操・民謡三

線・操体教室・

太極拳・その他 

古典三線・古典

三線（初級）・

民踊・琉球舞

踊・手芸・生

花・書道・陶

芸・レク体操・

カラオケ・フォ

ークダンス・コ

ーラス・操体教

室・太極拳・そ

の他 

古典三線（上

級）・古典三線

（初級）・民

踊・生花・琉球

舞踊・書道・コ

ーラス・囲碁・

レク体操・ゲー

トボール・民謡

三線・大正琴・

操体教室・太極

拳・その他 

古典三線（上

級）・古典三線

（初級）・生

花・民踊・琉球

舞踊・手芸・書

道・コーラス・

囲碁・レク体

操・民謡三線・

社交ダンス・大

正琴・操体教

室・太極拳・そ

の他 
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電   話 ８５３－１１３９ ８５７－７３６５ ８５４－７８７７ ８８６－３５１０

開館時間 9時～16時 

休 館 日 日曜日・祝祭日（但し、敬老の日除く）・慰霊の日・年末年始 

 

 

  施設名 

区分 

辻老人憩の家 金城老人憩の家 安謝老人憩の家 

所 在 地 那覇市辻2-14-1 

辻市営住宅内 

那覇市金城3-5-4 

那覇市総合福祉セン

ター内 

那覇市安謝2-15-1 

安謝福祉複合施設内 

建物面積 ４８０㎡ ４７４㎡ ４１２㎡ 

主な施設内

容 

健康増進室・事務

室・ホール・会議室

（２階）・大広間・浴

室（男女）・談話室 

健康増進コーナー・

大広間・調理実習

室・浴室（男女） 

大ホール・中広間・

事務室・浴室（男

女）・談話室 

 

設置主体 那覇市 那覇市 那覇市 

運営主体 那覇市社会福祉協議

会 

那覇市社会福祉協議

会 

日本赤十字社沖縄県

支部 

開所年月日 平成３年10月 1日 平成７年３月31日 平成10年４月1日 

利用定員 100人 100人 100人 

職 員 所長・相談員２人（計

３人） 

所長・相談員２人（計

３人） 

所長・相談員２人（計

３人） 

各種クラブ

開設状況 

三線・琉舞・社交ダ

ンス・カラオケ・真

向法・大正琴 

三線・琉舞・リズム

体操・書道・生花・

社交ダンス・カラオ

ケ・絵画 

三線・琉舞・カラオ

ケ・レクダンス・書

道・民謡三線・民踊・

卓球・太鼓・太極拳 

電 話 ８６４－０５８０ ８５９－００９９ ８６２－４３４１ 

開館時間 9時～16時 10時～18時 10時～18時 

休 館 日 日曜日・祝祭日（但し、敬老の日除く）・慰霊の日・年末年始 

（注） 設置の種類 「老人福祉センター特Ａ型」とは、規模が800㎡以上で次の施設を設けたもの。

所長室 事務室 生活相談室 健康相談室 診察室 検査室 栄養指導室 保健資料室 機能回復

訓練室 集会及び運動指導室 教養娯楽室 図書室 浴場 便所 

「老人福祉センターＡ型」とは、規模が495.5㎡以上で次の施設を設けたもの。所長室 事務室 生

活相談室 健康相談室 機能回復訓練室 集会室 教養娯楽室 図書室 浴場 便所（資料：老人福

祉法による老人福祉センターの設置及び運営について 昭和52年8月1日社老第48号社会局長通知） 

老人憩の家の延べ面積は495㎡の範囲内。（資料：老人憩の家の設置及び運営について 昭和40年

４月５日社老第80号社会局長通知） 

 

(2) 高齢者福祉施設の利用状況 

①老人福祉センターの利用状況 

老人福祉センターは、本市に住所を有する60歳以上の高齢者に対して、「生活

や健康の相談」に応ずるとともに、「機能回復訓練」事業や「レクリエーション」

事業の実施、「老人クラブに対する援助」事業を実施することで高齢者に健康で

明るい生活を営ませることを目的とする施設である。 
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「健康相談」事業は看護師による健康相談事業を毎月１回定期的に実施してい

る。平成 17 年度は末吉老人福祉センター155 人、壺川老人福祉センター80 人、

識名老人福祉センター417人、小禄老人福祉センター94人が相談を受けたが、相

談件数は利用者数に比べ少ない。 

「生活相談」事業は施設に配置された生活相談員が利用者からの申し出により

随時相談に応じている。相談件数は少ない。 

「機能回復訓練」については、教養講座の中で実施しているようである。 

「レクリエーション事業」として、平成 17 年度は教養講座【受講料は無料。

ただし、原材料代（テキスト代・生花の花代等の材料費）は、それぞれ実費負担】

を通年で開催するとともに、同好会活動（通年）を支援し、軽スポーツ大会、グ

ランドゴルフ、センターまつり等を実施している。 

「老人クラブに対する援助」事業として、地域の老人クラブに対し会議室を提

供している。 

 

②老人憩の家の利用状況 

  老人憩の家は地域の60歳以上の高齢者に対して、教養の向上及びレクリエーシ

ョンのための場を与え、もって高齢者の心身の健康の増進を図ることを目的とす

る施設である。 

「教養の向上及びレクリエーション」事業として平成 17 年度は教養講座を通

年で開催するとともに、同好会活動（通年）を支援し、軽スポーツ大会、グラン

ドゴルフ、憩の家まつり等を実施している。 

また、憩の家（安謝老人憩の家を除く）では看護師による健康相談事業を毎月

１回定期的に実施している。平成 17 年度は辻老人憩の家 185 人、金城老人憩の

家116人が相談を受けたが、相談件数は利用者数に比べ少ない。 

 

 監査の結果は、「10 検討すべき事項」で指摘しており、まだまだ改善する余地が

ある。 

 

９ むすび 

老人福祉法において「老人は、多年にわたり社会の進展に寄与してきた者として、

かつ豊富な知識と経験を有する者として敬愛されるとともに、生きがいを持てる健

全で安らかな生活が保障される」ものと基本理念が規定されている。 

わが国の平均寿命は昭和 45 年の調査で男性 69 歳、女性 74 歳だが、その後年々

伸び平成16年には男性78歳、女性85歳となり、その間に男性は９年、女性11年

と伸びている。また、平成17年国勢調査では高齢化率は20.1％（65歳以上の人口

が総人口に占める割合）で平成 27 年には 26％になると予想されている。本市にお

いても同様の傾向をたどりつつある。 

これらのことから、本市においても平成 15 年度に策定された第 2 次なは高齢者

プランを見直し、高齢者福祉対策を重点施策の一つとして平成18年３月に第３次な

は高齢者プランとして「支えあい 私らしく ちゃーがんじゅう」を基本理念とし

て具体的な取り組みを策定している。 

今回の監査を通じて指摘されたことを踏まえ、高齢者福祉施設の広報を適切に実

施するとともに、高齢者の利用拡大に向けた事業を実施し、利用者のニーズに応え

た高齢者福祉推進の場として高齢者に親しまれる施設の充実に努められたい。 
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今後とも、高齢者福祉の推進に当っては、今日まで培われた取り組みを基盤に、

高齢者が“生きていてよかった”と実感できるまちづくりを保健・福祉・医療の各

分野が連携した高齢者福祉施策が計画的かつ効率的に展開するよう期待する。 

 

10 検討すべき事項 

 監査を実施する中で得た所感をもとに、高齢者福祉施設のあり方について次のよ

うな問題を提起する。 

 

(1) 条例で規定した機能回復訓練事業について 

那覇市老人福祉センター条例（以下「市条例」という。）第３条で定めた機能

回復訓練事業は、昭和56年度壺川老人福祉センターで、保健師、指導員（看護

師）で実施されてきたが、昭和58年度の老人保健法施行で、保健衛生課の事業

として引き継がれ、昭和61年度から識名老人福祉センター、末吉老人福祉セン

ターでも実施されてきた。しかし、平成10年度からは、老人福祉センターでの

事業は実施されていない。 

平成17年度の委託事業では、委託事業として、受託者は市条例第３条の事業

を実施する契約をしているが、その事業の一つである機能回復訓練事業は実施さ

れていない。条例の遵守に努められたい。なお、条例等の見直しが必要であれば、

検討されたい。 

次に、高齢者福祉施設には、利用者の健康づくりや、リラクゼーションのため

に、備品で購入した電気マッサージ機やエルゴメーターやルームウォカー等があ

るが、故障等により使用できないものもあるので、それらの機器等について整備

されたい。 

   

(2) 開館時間及び講座の見直しについて 

開館時間については、４老人福祉センター（末吉・壺川・識名・小禄）と、辻

老人憩の家が午前９時から午後４時まで、複合施設併設の２老人憩の家（金城・

安謝）は午前10時から午後6時までとなっている。 

教室利用時間は、２時間を１サークルとして講座を設定しており、午後の講座

は、終了時間は午後３時になっている。午後の講座の複数開設を検討する等、開

館時間等の延長に努められたい。 

次に、各講座については、高齢者福祉施設の利用者の大半が女性で占められて

おり、男性の利用促進を図るための講座内容の検討に努められたい。 

   

(3) 広報活動について 

那覇市社会福祉協議会が管理している６施設（末吉、壺川、識名、小禄の老人

福祉センター及び辻、金城の老人憩の家）では、主に次のような広報活動をして

いる。 

① 「年間事業計画書」をセンター利用者及び各地区老人クラブ連合会の会員へ

配布する。 

② 毎月の「行事予定表」をセンター利用者と各地区老人クラブ連合会の定例会

で配布する。 

 ③ 新聞等の無料広告欄を利用し、利用者の募集呼びかけを行う。 

 ④ 那覇市内スーパーの店舗にて、チラシ及びポスターの掲示を行う。 
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日本赤十字社沖縄県支部が管理している安謝老人憩の家では、ほとんど広報活

動を行っていない。行事予定表等のチラシ及びポスターを施設内で掲示している

のみである。 

しかし、これらは行事内容の広報であって、施設等の広報活動は、ほとんど広

報されていない。 

平成18年３月31日現在の60歳以上の利用対象者数53,538人に対して施設利

用者は2,792人で利用率は5.2%となっている。利用者を増やす意味からも、積極

的にニーズ調査を含めた広報活動に努められたい。 

   

(4) 駐車場対策について 

駐車台数 

28 
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0 
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壺川 小禄 識名 末吉 辻 金城 安謝

施設名 

台数 

駐車可能台数（台）

常時駐車台数（台）

 上のグラフは平成 18 年 10 月 23 日～28 日まで実施したアンケート期間中の駐

車可能台数と常時駐車台数の状況である。全般的に駐車場が充分に確保されてい

ない。壺川老人福祉センターでは駐車可能台数28台に対し10台、小禄老人福祉

センターでは20台に対し５台、識名老人福祉センター21台に対し12台、末吉老

人福祉センター12 台に対し 10 台が常時駐車している。辻、金城、安謝老人憩の

家の駐車可能台数はそれぞれ４台、49 台、14 台であるが、常時駐車している車

はない。 

  常時駐車は主に囲碁同好会の利用者が駐車している状況である。 

  限られた駐車スペースを有効活用できるよう対策を講じられたい。 

 

(5) 高齢者福祉施設利用及び部屋稼働率の向上について 

 

施設等利用人数 

利 用 延 人 数 (人) 
施 設 名 

Ｈ15年度 Ｈ16年度 Ｈ17年度 

壺川老人福祉センター 50,879 48,506 44,023

小禄老人福祉センター 22,127 21,776 20,202
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識名老人福祉センター 35,091 34,663 34,799

末吉老人福祉センター 38,460 35,705 36,624

辻 老 人 憩 の 家 19,276 18,217 16,484

金 城 老 人 憩 の 家 21,523 22,837 26,756

安 謝 老 人 憩 の 家 25,288 24,654 19,784

合    計 212,644 206,358 198,672

 

 

壷川老人福祉センター

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大広間

機能回復訓練室

娯楽室

会議室

教養室

多目的ホール

 

小禄老人福祉センター

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大広間（２F)

教養室（２F）

パソコン及び会議室（１F）

 

識名老人福祉センター

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大広間

図教室

パソコン室

陶芸室

娯楽室
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末吉老人福祉センター

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大広間

憩いの間

多目的ホール

会議室

 

辻老人憩の家

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大広間

会議室

健康増進室

 

金城老人憩の家

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大広間

調理室

 

安謝老人憩の家

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多目的ホール

工作室

中広場

教養室

娯楽室

 

  過去 3 年間の高齢者福祉施設利用者の延人数を見てみると、平成 15 年度は

212,644 人、平成 16年度は 206,358 人、平成 17 年度は 198,672 人と減少傾向に

ある。利用者が減少している主な要因として、各施設のほとんどの教室が通年型

となっており受講者が固定化している一方で、新たな施設利用者の割合（平成17

年度、18.7％）が低く、部屋の稼働率もバラつきがあり（大広間や多目的ホール

は高いが、他の部屋は総じて非常に低い）、効率的に利用されていないこと等が

挙げられる。 

  全体として、減少傾向にある中で、7 施設のうち、唯一、金城老人憩の家では
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期間設定型の講座を開催し、終了後は新規利用者として他の教室利用につながり、

これが利用者の増加要因の一つとも考えられる。 

福祉バスの運行経路に入ってない施設についてはコースに含めるなど運行コ

ースの見直しを検討されたい。併せて、利用者にとっての魅力ある講座の開設、

施設周知の為の広報活動の充実等、それぞれの施設に見合った具体的な施設利用

及び部屋の稼働率の向上に向けての改善を図られたい。 

 

(6) 運営委員会委員の構成について 

  高齢者福祉施設の利用者については、年々減少傾向にある。教室や同好会の内

容についてもほとんど前年度同様である。また、新規登録者は、教室が4,015人

中760人で18.7％、同好会は、1,867人中339人で18.1％である。 

教室・同好会の事業計画等については、運営要綱及び運営委員会設置要項等に

より、各施設の運営委員会で審議することになっている。運営委員会委員構成は、

利用者、講師、地域活動団体、その他会長が必要と認める者で人数は 15 人以内

となっている。安謝老人憩の家は、20～30人以内で各サークルから１～3人以内

となっている。 

運営委員会委員構成を見ると、委員数108人中、利用者76人（73.1％）、講師

15 人(14.4％)、地域活動団体 10 人(9.6％)、その他 3人(2.9％)となっており、

地域活動団体からの選任は、10人(9.6％)足らずで1割にも満たない状況である。 

教室等の内容充実及び施設利用者拡大の観点からまだ利用してない高齢者や

老人クラブ及び自治会等からの意見や提案等、地域ニーズを的確に把握し、事業

計画等に反映させるため、運営委員会のあり方について検討されたい。 

  高齢者福祉施設の運営委員会の委員構成は、次のとおりである。 

 

   高齢者福祉施設運営委員会委員構成表（単位：人） 

老人福祉センター 老人憩の家    施設名 

 

構成 壺川 小禄 識名 末吉 辻 金城 安謝
計 

構 成

比 率

（％）

利  用  者 12 8 11 9 8 5 23 76 73.1

講    師 1 2 2 4 2 4 0 15 14.4

地域活動団体 0 4 2 2 0 2 0 10 9.6

その他(所長) 1 1 0 0 1 0 0 3 2.9

計 14 15 15 15 11 11 23 104 100.0

   

(7) 入浴サービスの利用者拡大について 

平成 17 年度の入浴サービス事業については、下表のとおり各高齢者福祉施設

にあっては、原則として週3回（月、水、金）の入浴サービスで、施設全体から

すると年間延べ18,965人、１日当たりの入浴者数20.6人の利用実績となってい

る。また、１日当たりの入浴者数を各高齢者福祉施設間で比較すると最も少ない

「識名老人福祉センター」が 2 人、最も多い「安謝老人憩の家」が 41.2 人とな

っており、20.6倍の格差が生じている。これはコスト面においても１人当たりの

経費が「識名老人福祉センター」で 1,896.3 円、「安謝老人憩の家」で 173.7 円

となっており、10.9倍の格差要因となっている。 

今後、各高齢者福祉施設にあっては、入浴サービスの広報周知及び利用者の拡

大に努められたい。 
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入浴サービス調べ（平成17年度） 

施設名 
入浴

曜日 

年間入

浴日数

（日） 

a 

延べ入

浴者数

（人） 

ｂ 

1日当た

り入浴者

数（人）

ｃ(ｂ/a)

燃料

種類

年間燃料代

（円） 

ｄ 

年間水道代

（円） 

e 

年間合計額

（円） 

ｆ(ｄ＋ e) 

１人当たり

の経費（円）

ｇ(ｆ/ ｂ)

末吉 
月水

金 
144 1,974 13.7 重油 179,072 603,194 782,266 396.3

壺川 
月水

金 
143 4,516 31.6 LPG 616,214 759,982 1,376,196 304.7

小禄 水 97 373 3.8 灯油 33,920 381,202 415,122 1,112.9

老

人

福

祉

セ

ン

タ

｜ 識名 
月水

金 
161 322 2.0 LPG 230,076 380,547 610,623 1,896.3

辻 
月水

金 
141 2,913 20.7 LPG 524,162 520,778 1,044,940 358.7

金城 
月水

金 
142 5,074 35.7 重油 331,824 720,000 1,051,824 207.3

老

人

憩

の

家 安謝 水金 92 3,793 41.2 LPG 198,179 460,782 658,961 173.9

合計  920 18,965 20.6  2,113,447 3,826,485 5,939,932 313.2

※１ 湯茶等使用分の経費は、分別不可及び影響僅少のため算入した。 

※２ 安謝老人憩の家は週2回、小禄老人福祉センターは平成17年11月から週３回を週

1回に変更した。 
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 ※ (1)高齢者福祉施設利用状況（調査表・アンケート結果）を除き、ちゃーがんじゅう課からの

提出資料です。 
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（1）高齢者福祉施設利用状況について 

（ ア ン ケ ー ト 結 果 ） 

（1）調査対象及び調査の方法 

① 平成 18 年 10 月 23 日から 10 月 28 日までに、市内の老人福祉センター・老人憩の

家の利用者を対象に行った。 

② 調査表は、施設を利用している者が自由に自記し「アンケート箱」に投入した。 

（2）回答件数 

   ◆ 回答数 ： 641件 

    ① 壷川老人福祉センター ：  61件 

    ② 小禄老人福祉センター ：  88件  

③ 識名老人福祉センター ：  98件 

④ 末吉老人福祉センター ： 100件 

⑤ 辻老人憩の家     ：  37件 

⑥ 金城老人憩の家    ：  96件 

⑦ 安謝老人憩の家    ： 161件 

（3）調査項目と結果 

※ 図表の表記：壷川老人福祉センターは「壺川」、小禄老人福祉センターは「小禄」、

識名老人福祉センターは「識名」、末吉老人福祉センターは「末吉」、辻老人憩の家は

「辻」、金城老人憩の家は「金城」、安謝老人憩の家は「安謝」で表記した。 

問1： あなたのお年は 
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問3： 利用して（通われて）何年くらいですか 
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問４： 施設のことをどこで知りましたか 

7
5

12

5
9 10 15

1277228

35
52

72 74

5
7

1

10

6 8
3

1042
4

9
6

14

0%

20%

40%

60%

80%

100%

壺川 小禄 識名 末吉 辻 金城 安謝

人数 市民の友

友人

家族

その他

問5： 利用回数は 
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問6： お住まいは 

0 0 0 00
31

5

117

6

10

10

35

21

188
4

11

68

3

6

5

58

4
1

54

6

101

2

46

322

0%

20%

40%

60%

80%

100%

壷川 小禄 識名 末吉 辻 金城 安謝

人数 市外

本庁地区

真和志地区

小禄地区

首里地区

 773 



      那 覇 市 公 報   号外第６７５号   2007（平成19）年１月25日 

 

0 00 0

311217

16

2
6

22
3

8

31
232

135

5

4
443

11

2

141014

2

0%

20%

40%

壺川 小禄 識名 末吉 辻 金城 安謝

問7： どのようにして通っていますか（主な交通手段） 

0 0 0 0

99

39

24

2027

31

18

3

15

1

18

30

13
14

27

5

9
14

13

4

9
32

35

5

34

31

36

3
1

12

0%

20%

40%

60%

80%

100%

壺川 小禄 識名 末吉 辻 金城 安謝

人数

0

徒歩で

福祉バスを利用

路線バスで

自家用車等で送迎

モノレールで 

問 8： ここに通うのに不便を感じたことはありませんか（いくつ○をつけてもよい） 
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問9 おもに何をして過ごしていますか（いくつ○をつけてもよい） 

問 10： “あればよい”と思う設備とかサービスがありますか 
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 小禄老人福祉センター 

①オカリナサークル ②体重計（古くなっている） ③クーラーは10月もつけてほしい 

④ギター、英会話スクール ⑤健康器具が少ない ⑥教養講座が月1回位あると良い 
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 識名老人福祉センター 

①プール 

 末吉老人福祉センター 

①グランドゴルフ場 ②健康器具 ③新聞 ④卓球台 ⑤血圧計が壊れている ⑥いろ

いろな情報源 ⑦カラオケ講座 ⑧マージャン ⑨トレーニング室 

 辻老人憩の家 

①花木・ミント類の植え方 ②詩吟 ③汚れたものを洗い流せる流し等 ④筋トレ用マ

シン ⑤手話教室 

 金城老人憩の家 

①姿見の鏡 ②日舞復活を強く希望する ③栄養指導料理教室 ④ヨガとコーラス  

⑤俳句・短歌・日舞 ⑥手工芸 ⑦マッサージ器修理希望 ⑧陶芸教室、パソコン中級

以上 ⑨フラダンス 

 安謝老人憩の家 

①短歌等新聞に掲載 ②健康用具・鏡 ③胡弓・フラダンス・卓球日の回数 ④民謡・

太鼓同好会 ⑤喫茶コーナー・駐車場 ⑥サウナ 

 

問11： “なくてもよい”と思う設備とかサービスがありますか 

 壷川老人福祉センター 

①風呂、浴場（経費削減のため）今後検討すべきもの（バスの運行） ②風呂（浴室）

農園。水を多く使いすぎる ③風呂 

 小禄老人福祉センター 

①風呂 

 識名老人福祉センター 

①風呂 

 末吉老人福祉センター 

①入浴サービス・風呂 ②歌謡舞踊 

 辻老人憩の家 

①風呂 

 安謝老人憩の家 

①風呂 ②書道 ③茶菓子 

 

問12： この建物で危険、不便、不快などを感じる点はありますか 

 壷川老人福祉センター 

①靴箱がよく違っている 

 小禄老人福祉センター 

①洋式トイレを増やしてほしい ②員数による広さ、教室を考えてほしい 

 識名老人福祉センター 

①駐車場が狭い 

 末吉老人福祉センター 

①階段は危険なのでスロープにするなどバリアフフリーにしてほしい ②空調設備  

③トイレ（時間の経過とともに臭い） ④建物が古い ⑤清掃をお願いされたが時間が

ない 

 辻老人憩の家 

①教室が一階にあるので、階段の上り下りが不便。足の不自由な人にはきつい ②段差
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なしの道路にして欲しい ③更衣室 

 金城老人憩の家 

①体操教室が狭く感じる 

 安謝老人憩の家 

①マナー違反、上履きの始末 ②駐車場がない ③外部の木製廊下、雨降り等通れない 

④自転車パンクされた ⑤子供達を教室に入れないようにして欲しい 

 

問13： 職員の対応はいかがですか。なにか不満はありますか 

0 0 0 0 0

150652781915759

11
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20%

40%
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80%
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壷川 小禄 識名 末吉 辻 金城 安謝

人数

ない

ある

 

  不満があると○印を付けたが自記はない。 

 

“☆施設に対して利用者から次の意見や要望が寄せられた。 

 

壷川老人福祉センター 

①名称変更（老人→中高年）してほしい。イメージが悪い。杖をつき、腰を屈めてヨボ

ヨボで歩く印象を与える。目の不自由な人、耳の不自由な人と呼称を変える時代となっ

ている。 ②施設内に売店を設けたらどうか。委託でも可。日用品や菓子類を取扱えば、

採算がとれると思う。施設等の修繕費の足しにすればよい。 ③農園を減らして駐車場

に ④何時も感謝をしています。よろしくお願いします ⑤コピーを頼むとすぐ対応し

て下さるし、小さなことを聞いてもきちんと答えて下さるので、職員の対応はとても親

切です ⑥館内の皆さんが非常に明るく楽しそうにしている。私は自分の病気も良くな

って満足しております ⑦楽しくしています。別にありません ⑧風呂だけ入りに来る

人に不満です（風呂はなくても良い） ⑨駐車場が少ないのが困ります ⑩「基礎三味

線」講座を週 2 回にしてください ⑪他の施設のサークルとの交流があると良い ⑫食

事を済ませたらテーブルを拭かせて欲しい 

 

小禄老人福祉センター 

①ボケ扱いすること 

 

識名老人福祉センター 

①指導者が踊りながら舞台でおしゃべりしている。間違いも多い。 

 

末吉老人福祉センター 

①同好会の出費が大きい。 ②センターの予算を削らないでほしい ③舞台音響装置を

改善してほしい（２人） ④駐車場を整備して高齢者が安心して運転し、乗り降りでき

るようにしてほしい ⑤トイレが少ない（女性） ⑥駐車場を広くしてほしいとの意見
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もあるが、施設内の草木や自然を壊すのは反対 ⑦多目的ホールのクーラーは10月まで

つけてほしい ⑧市財政が厳しいので高齢者の健康のため、施設には金をかけないでよ

い ⑨短歌や俳句の講座もあると楽しい ⑩駐車場が狭い（２人） ⑪寄附とかチャリ

ティーとか出費が多いのは困る ⑫センターの利用者が減少傾向にある。原因を検討す

る必要がある。高齢者が介護のお世話にならないために、センターの果たす役割は大き

い 

 

辻老人憩の家 

①バスを通してください ②10 月一杯は冷房をして欲しい ③体を動かす講座を増やし

て欲しい ④健康器具の設置が欲しい ⑤汚さないように施設を利用し、使った後は後

片付けや簡単に掃除をしていますが、もう少し施設内がきれいだと良いと思います  

⑥足の悪い人、お年寄りが安心して教室に行けるような設備をして欲しい ⑦駐車場が

小さい 

 

金城老人憩の家 

①体操部屋が多目的に使えるよう広く取れないか ②カラオケは会員が多く、少し億劫

になり、サボりが多くなった ③多目的広場が欲しい ④体育講座の増設をお願いしま

す ⑤健康保持に大変役立っています。感謝しつつ利用しています ⑥クーラーお願い

します ⑦ペン習字とか入れてくれると、助かります。日本習字の毎月提出が、とても

負担です。 ⑧施設利用をもっと呼びかけたほうが良い。立派な施設なのでPRがもっと

あって良い ⑨金城憩の家のスタッフの接遇が素晴らしい。福祉施設の職員として望ま

しく、優しいです ⑩健康維持・増進に関する講座を受講したおかげで、実年齢より若

く評価されている 

 

安謝老人憩の家 

①おもろ町の銘刈小学校にもう１つ施設をつくって欲しい ②トイレの手拭を増やして

欲しい ③駐車場の確保 ④三味線同好会では知人同志で席とりや三味線をとって、早

く来る人には席も三味線もない。 
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